
　

福
島
原
発
事
故
の
被
害
対
策
は
、
船
橋

市
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
学
校
・
公
園
等
の
放
射
能
汚
染

低
減
対
策
と
し
て
、
汚
染
し
た
表
面
土
壌

を
剥
ぎ
取
る
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

50
㎝
高
さ
の
空
間
放
射
線
量
0
・
2
3
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
が
汚
染
低
減
対
策
の

対
象
で
す
。　

　

除
去
土
壌
は
、
土
の
う
な
ど
に
入
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
校
庭
や
、
公
園
で
は

数
箇
所
の
公
園
に
集
め
保
管
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
敷
地
内
に
あ
ら
た
め
て
場
所
を
定

め
、
土
中
に
埋
め
て
暫
定
保
管
す
る
作
業

が
進
行
中
で
す
。

　

国
が
定
め
た
基
準
に
従
い
、
掘
削
し
た

放
射
能
汚
染
土
を
敷
地
内
に
埋
設

底
面
に
遮
水
シ
ー
ト
を
敷
き
、

土
の
う
に
詰
め
た
除
去
土
壌
を

置
い
て
上
部
も
シ
ー
ト
で
覆
い
、

30
㎝
厚
さ
に
土
を
被
せ
ま
す
。

四
隅
に
目
印
の
杭
を
打
ち
ま
す

が
、
表
土
・
空
間
は
安
全
な
の

で
、
「
な
る
べ
く
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
」
と
い
う
程
度
の
管
理

で
す
。
埋
設
で
「
表
面
の
空
間

線
量
は
98
％
低
減
す
る
」
「
放
射

線
量
測
定
を
定
期
に
行
な
っ
て

い
く
」
と
言
い
ま
す
が
、
健
康

へ
の
影
響
が
な
い
と
断
言
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。
引
き
続
き
「
安

全
」
へ
の
監
視
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
や
保
育
所

等
の
放
射
能
汚
染
除
去
土

壌
は
高
瀬
下
水
処
理
場
に

暫
定
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
放
射
能
汚
染

低
減
対
策
費
用
に
つ
い
て
、

市
は
東
京
電
力
に
請
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
が
全
責
任
を
負
う

体
制
を
構
築
し
、
費
用
負
担
は
東
電
と
利

害
関
係
者
の
株
主
や
メ
ガ
バ
ン
ク
、
原
発

利
益
共
同
体
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
よ

う
主
張
し
て
い
ま
す
。

学
校
・
公
園

放射能汚染土壌を
保管している公園等

学校敷地内、放射能汚染土壌埋設工事

小室公園

高才川緑地

丸山公園

北習志野近隣公園

藤原どんぐり公園

西船近隣公園協会
管理事務所

印内１丁目公園

若松公園

小室調節池

アンデルセン公園

小学校 ： 小栗原・葛飾・薬円台南・坪井・習志野台第一・三山

中学校 ： 習志野台中

小学校 ： 八木が谷北・二和・法典・塚田・行田東・峰台・八栄・

　　　    市場・中野木・芝山西・法典西・特別支援（高根台)

中学校 ： 前原中・御滝中

小学校 ： 小室・三山東・豊富・八木が谷・三咲・古和釜・高根

　　　   台第三・高根東・金杉台・高根・芝山東・習志野台

　　　   第二・七林・飯山満・田喜野井・二宮・宮本・海神南・

　　　   海神・行田西・法典東・丸山・高郷

中学校 ： 小室・三山・豊富・大穴・古和釜・坪井・高根台・芝山・

　　　    二宮・飯山満・宮本・湊・旭・特別支援（金堀）

工事月 学　　校　　名

９月

10月

11月
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三
咲
駅
前
横
断
歩
道

信
号
機
設
置
に

　

日
本
共
産
党
市
議
団
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
表
題
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

一
昨
年
の
市
の
回
答
は
、
警
察
の

見
解
と
し
て
「
踏
み
切
り
に
近
い
た

め
設
置
が
困
難
」
で
し
た
。
今
年
も

引
き
続
き
要
望
し
た
と
こ
ろ
、「
新
京

成
と
バ
ス
会
社
を
交
え
て
現
地
立
会

い
を
し
た
。
現
在
設
置
に
向
け
警
察

と
鉄
道
、
バ
ス
会
社
が
検
討
中
」
と

回
答
。
来
年
3
月
ま
で
に
は
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
来
年
4
月
か
ら
の

消
費
税
引
上
げ
と
と
も
に
、
景
気
対

策
と
し
て
大
企
業
へ
の
減
税
を
い
っ

そ
う
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
年
金

が
、
今
年
12
月
支
給
分
か
ら

1
％
、

　

こ
の
陳
情
に
対
し
て
の
市
議
会
各

会
派
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　

*　

*　

*　

*

 

民
主
党　

不
採
択
。
年
金
財
源
は
限

り
が
あ
る
。
支
え
手
が
減
り
受
け
手

が
増
え
て
い
る
。
支
給
開
始
年
齢
の

引
上
げ
等
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

 

公
明
党　

不
採
択
。
特
例
措
置
と
し

て
据
え
置
い
て
き
た
の
で
、
物
価
の

下
落
に
応
じ
て
引
下
げ
る
べ
き
。
今

回
の
引
き
下
げ
の
影
響
は
、
政
府
試

算
で
、
1
％
の
減
額
で
国
民
年
金
満

額
約
6
万
5
0
0
0
円
の
場
合
、
月
額

年
金
引
下
げ
を
積
極
推
進 
民
主
党
・
公
明
党

　
　
意
見
も
言
わ
ず
切
り
捨
て
る
自
民
党
と
保
守
会
派

2
0
1
4
年
6
月
以
後
1
％
、
2
0

1
5
年
6
月
0
・
5
％
と
合
計
2
・

5
％
減
額
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
「
社

会
保
障
改
革
」
の
一
環
と
し
て
、
年

金
支
給
年
齢
を
67
歳
以
上
に
引
上
げ

る
検
討
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
民
い
じ
め
の
政
治
に
、

年
金
者
組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
以
下
の

内
容
の
陳
情
が
市
議
会
に
提
出
さ
れ

6
6
0
円
程
度
で
、
最
終
的
に
月

1
6
0
0
円
（
年
1
万
9
2
0
0
円
）
、

厚
生
年
金
夫
婦
2
人
分
で
約
23
万
円

の
場
合
、
月
額
2
3
0
0
円
、
最
終

的
に
月
額
6
0
0
0
円
（
年
約
7
万

2
0
0
0
円
）
程
度
の
減
額
で
あ
る
。

 

日
本
共
産
党　

採
択
。
憲
法
は
、
社

会
保
障
は
国
の
責
務
と
し
て
増
進
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

高
額
所
得
者
や
大
企
業
に
能
力
に
応

じ
た
負
担
を
求
め
る
原
則
で
財
源
を

確
保
し
、
再
配
分
を
し
て
い
く
と
い

う
の
が
、
憲
法
が
要
請
す
る
社
会
保

障
制
度
で
あ
る
。
（
日
本
共
産
党
は
、

全
額
税
金
で
ま
か
な
う
基
礎
年
金
制

度
の
創
設
と
、
か
け
た
年
金
に
比
例

す
る
給
付
の
二
段
階
の
制
度
で
、
減

ら
な
い
年
金
制
度
へ
の
改
革
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
）

 

市
民
社
会
ネ
ッ
ト 

採
択
。
高
齢
者

の
42
％
、
女
性
65
％
が
年
収
1
0
0

万
円
未
満
と
い
う
生
活
実
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

*　

*　

*　

*

　

船
橋
市
議
会
で
の
結
果
は
、
残
念

な
が
ら
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
老
後
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、

あ
き
ら
め
ず
に
、
運
動
を
広
め
強
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
し
た
。

　

①
生
存
権
を
脅
か
し
、
さ
ら
な
る

減
額
に
道
を
ひ
ら
く
2
・
5
％
の
年

金
引
下
げ
は
や
め
る
こ
と
。 

②
年
金

の
い
っ
そ
う
の
引
下
げ
を
す
す
め
る

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
廃
止
す

る
こ
と
。 

③
年
金
支
給
開
始
年
齢
の

引
上
げ
な
ど
、
年
金
制
度
の
改
悪
は

し
な
い
こ
と
。

   
年
金
引
下
げ

中
止
求
め
る
陳
情

怒
り
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